
様式第６号(第２条関係) 

委員会等の会議録 

 

 

１ 会議名 第１回愛南町海業推進会議 

２ 議題 愛南町の海業の推進について 

３ 開催日時 令和５年７月 27日(木) 10時 00分から 12時 00分まで 

４ 開催場所 愛南町役場本庁３階 大会議室 

５ 傍聴者数 ７人 

出席者 

６ 委員氏名 

浦崎 慎太郎、大石 常也、大野 甲子彦、大森 安洋、河野 仁、

後藤 理恵、佐伯 謙、澤近 圭亮、関根 麻里、高橋 翔、 

田中 純樹、永元 将博、濵 哲也、浜辺 隆博、濱本 涼、 

深堀 毅、前田 眞、向田 和広、森 裕之、山本 正文、 

ヤング 亜由美、李 銀姫 

７ 担当所属 

所属名 水産課海業推進室  

担当職員 

(職・氏名) 

室長 浜辺 隆博 

室長補佐 清水 貴光 

係長 廣瀬 琢磨、清水 陽介 

主査 吉原 勇作 

主事 本田 美紀、賀屋 啓太、中村 一喜 

専門員 長田 岩喜 

地域おこし協力隊 柳田 亮介 

８ その他の

出席職員 

所属名  

出席職員 

(職・氏名) 
町長 清水 雅文 

議事内容(次ページから) 
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清水室長補佐 

 

 

 

 

 

清水町長 

 

清水室長補佐 
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 委員各位 
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浜辺委員 

  

  

  

  

  

  

  

  

定刻になりましたので、ただ今から第 1 回愛南町海業推進会

議を開会させていただきます。本会議は、愛南町長が設置する

懇話会の一つとして開催します。 

それでは開会に当たりまして、愛南町長清水雅文から御挨拶

を申し上げます。 

 

(開会挨拶) 

  

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。これから

第一部に移ります。ここからは、懇話会の規則に従いまして座

長を水産課長の濵に引き継ぎます。 

 

皆さんこんにちは。本日は様々な立場の皆様に御出席をいた

だき大変感謝しております。また、本会への出席、改めて御礼

申し上げます。それでは、委員の皆様から名簿の順に自己紹介

をお願いします。 

 

(自己紹介) 

 

それでは、第一部【プロローグ】の４．海業について、パネル

トーク形式でトークセッションを行います。発表は海業推進室

室長の浜辺委員と、東海大学准教授の李委員にお願いします。

今回の海業推進会議は、これまで本町で行われてきた会議の手

法を少し変えまして、まず、あえて地元の人ではない二人に愛

南町について語っていただき、この後の皆さんのグループワー

クの参考にしていただけたらと思います。それでは浜辺室長、

李委員よろしくお願いします。 

 

改めまして、本日はよろしくお願いします。 

まず、海業の定義を御紹介します。海業は、「海や漁村の地域

資源の価値や魅力を活用する事業であり、国内外からの多様な

ニーズに応えて地域のにぎわいや所得と雇用を生み出すことが

期待されるもの」と定義されています。私は愛南町に４月に赴

任しましたが、びやびやカツオ、アコヤ真珠、カキ、河内晩柑な

ど様々な愛南町の地域資源を知りました。 

まだまだ御紹介したいものが多くありますが、こういった地

域資源をこの後のワークショップで皆さんに御議論いただきた
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いと考えています。 

そこで、李先生は海業を御専門にされていて、様々な地域で

ワークショップ等されていますので、地域資源の御紹介をいた

だけますでしょうか。 

 

海業について、この点だけは是非おさえたいという点は、海

業はただのマリンビジネスではないということです。単なる海

に関連するビジネスではありません。海業は、地域にあまり関

係のない大きな民間会社が入って海に関するビジネスを起こす

のではなくて、あくまで、地域住民が主体となって地元の中で

経済を興すための概念であるという意味があります。今後も是

非ここをおさえていただきたいです。 

次に、地域資源とは何かについて紹介します。地域資源は、

一言で言うとその地域にしかない資源で、大きく三つの特徴が

あります。まず一つは非移転性です。地域を離れることができ

ない、あるいは離れた場合にはその価値が大きく下がってしま

うことがこれに当たります。次に、相互の有機的連鎖性です。

森は海の恋人という言葉があるように、地域とのつながりがな

くなると価値が失われてしまうものです。最後に、非市場的性

格です。どこでも調達可能な一般の市場財とは違うものがこれ

に当たります。 

このスライドは、地域資源の形態を横軸を有形と無形、縦軸

を天然と非天然に分けた表です。天然の有形資源は海や川、無

形資源は景観や生態系などです。ホエールウォッチングやウミ

ガメ観察などが無形資源と捉えられます。次に非天然の有形資

源は、地域の特産物、そこで開催される朝市、定期市であり、無

形資源は、伝統技術、民俗知識、民話、漁師料理、郷土料理など

です。このような形で、地域資源を大きく四つに分けることが

できます。 

この方法で地域資源を探った後、その生かし方には大きく二

つのやり方があるのではと考えています。まず一つは、今まで

使っていなかった資源を利用するという方法です。スライドの

写真は、大学の実習で学生たちが地域に入って調査した時のも

のです。静岡では捨てられるアイゴという魚を未利用資源とし

て利用するという方法でした。もう一つは、既に利用されてい

るものを、その使い方、利用の仕方を少し変えてみるという方

法です。徳島県の堂浦では、使用していない養殖いかだを釣り
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浜辺委員 

 

 

 

李委員 

 

 

 

浜辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

李委員 

 

 

 

 

浜辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

李委員 

 

屋形として使用しています。本来であれば漁業の道具であった

ものが、使い方を変えることで観光資源としてや教育資源とし

ての価値を創出しています。 

 

ありがとうございます。次に、愛南町にはどのような地域資

源があるのか、それをどうしていくのかという話になりますが、

先生の御意見を教えてください。 

 

大学生、大学教育などを受け入れる施設、スペースがたくさ

んあると感じましたので、環境教育を積極的にやっていくのが

まず一つだと考えています。 

 

実は、愛南町はぎょしょく教育発祥の地で、環境教育、魚や

海に対する教育というのがとても広がっている地域だと考えて

います。 

また、町内の皆さんにも自分たちの地域のことを伝えていか

ないといけないと考えています。気軽にダイビングできる場所、

サービスがないほか、魚がおいしいと言われながら認知度が低

いので、そういう付加価値や宣伝というところに弱さがあるの

ではないかなと考えています。 

 

愛南町、本当に地域資源は豊富にあると感じています。私は、

その地域に着いたら地域の人たちが思いを込めて作ったという

すてきなストーリーがあるものを必ず買うようにしています。

そのような場所が愛南町にないのは、もったいないです。 

 

自分も水産庁で働いていて、出張するたびに自分たちの魚が

一番おいしいと言われます。それだけ誇りを持って生産されて

いるということですし、それこそが地域資源です。他方で、さ

らに付加価値を付けて売っていけばその取組が持続して発展し

ていきますが、消費されることに対する慣れがあるのではと考

えています。持続的にやっていくためには、もう少し企画して

議論することが必要です。 

次に、海業は誰がやるのかについて、御紹介お願いします。 

 

海業における担い手の関わり方というのは、ワンウェイであ

る必要はないです。地域の地理的条件、そこの地域資源、ある
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浜辺委員 
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浜辺委員 

 

 

 

 

李委員 

 

 

 

いは人的資源などによって規定されながらも、様々な形があり

ます。 

まず、愛知県の日間賀島は地域ぐるみでやっている事例です。

ここでは、漁業と観光業のキーワードを「連携」としていて、

様々な形の連携が生まれて、この域内利益循環システムという

のが形成されています。ただ、必ずしもこういう域内利益循環

システムのようなものが形成されるとは限らない場合もありま

す。沖縄の恩納村では、漁業と海洋レジャーの間で共存共栄関

係を生むローカルルールが形成されています。このルールは、

漁業者にとっても観光業側にとっても大きなメリットがありル

ールがきちんと作られたことで地域全体が良くなった事例で

す。 

もう一つが岩手県の田野畑村の事例で、今のところ私の中で

は愛南町と近い部分があると感じています。田野畑村の番屋群

は、愛南町の石垣の里と同じく未来に残したい漁業漁村の歴史

文化財産百選に選ばれています。そうした中で、村役場が中心

となって観光振興計画を作成して、任意の団体を立ち上げまし

た。それが今ではＮＰＯ化され、地元の漁家さんや農家さんた

ちと一緒にやりとりをしながら、体験プログラムの企画や作成、

観光客の受付などを全て行っている事例です。以上です。 

 

ありがとうございます。その中間支援組織というのは、行政

側が主導して作ったのでしょうか。 

 

行政が村の観光計画として推進協議会を作り、体験プランを

作り始め、その後ＮＰＯという形になりました。ここでは行政

主導ですが、場合によっては様々な展開があると思います。 

 

ありがとうございます。お金のやり取りを非常に密にしてい

て、このような関係性を作っていく、あるいは今既にあるもの

を更に太くしていくことが成否の鍵を握るのかなと直感的に感

じています。 

 

こういう海業が成り立つためには中間支援組織や行政の支援

など様々ありますが、この三つの地域とも地域リーダーが存在

しました。地域のために思いやりのあるビジネスを展開する、

少しでも地域のものを買うといった形がこれらの事例に共通し
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後藤委員 

てあります。愛南町にも、地域リーダーはもういると感じてい

ます。 

 

ありがとうございます。とても良いお話を伺うことができま

した。 

配布したスライド３ページ以降を説明します。第２部のグル

ープワークへの序章にもなりますが、誰がやるかという話はと

ても大事だと思います。そのことを念頭に、今回、委員の皆さ

んに事前アンケートをさせていただきました。 

まず１番目の質問では、海業あるいは愛南町のキーワードと

課題を質問しました。 

ここでは、委員の皆さんに客観的な愛南町を眺めていただき

ました。次に、「それをもし自分がやるとしたら、どのようにし

ますか」という視点を惹起するため、御自身について、どのよ

うな取組をされていますか。どのようなものがあったらいいか

質問しました。 

グループワークの中でもこのようなお話をしていただきま

す。 

また、この会議についてですが、全体会では様々なテーマを

議題にします。自律的な取組を次々とポップアップさせていき

たいと考えており、そのプラットフォームにしたいと思います。

また、本日の内容は事務局で企画しましたが、今後は運営委員

会という形で皆さんと共に作っていきます。 

さらに、町の未来の話をするには子供たちの声、若者の声が

すごく大事ですし、町民の皆さんからの提案も柔軟に吸収しな

がら話を進めていく必要があります。様々な人の意見を集めな

がら未来像を作っていき、そこから生まれてくるアイデアを大

切に育てていきたいと考えています。 

海業推進会議の目標について、今年度に関しては、「なりゆき

の未来ではなく、なりたい未来にする会議」としました。ここ

で、なりたい未来を皆さんに出していただいて、それを一つの

グランドデザインを作って、海、漁村を舞台にした海業で創出

していきたいです。委員の期間は３年間ですので、３年間の目

標については今後の議論で作り出します。時間が大分超過して

しまったのですが、質疑を受けたいと思います。 

 

海業を最初、補助事業などで行政主導で始め、いずれは町民
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浜辺委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濵座長 

 

 

主導のものに変えていくと考えた場合、今後５年 10年で人口が

減少します。その後、現在ある地域資源が人が手を入れないこ

とで地域資源としての価値を失っていく、あるいはそれを持続

させることができなくなるものもあるのではないかと考えてい

ます。将来も見据えた場合、どのような仕組みであればサステ

ィナブルなのかを考えていくためには、現段階の資源の量、そ

の価値も含めてデータ化し、どのように推移していくのかとい

う部分の共有が必要だと感じています。そのような場合、この

場でどのレベルから話し合えば良いでしょうか。 

 

ありがとうございます。この会議をやるに当たり、例えば将

来人口予測などのデータを出してほしいというお話を何人もい

ただきました。今回、事例の紹介やそもそも地域資源とは何か

について皆さんで共有をしながら、まずはそこを議論いただい

て、そこからどういうデータを集めたらいいかということを示

していきたいので、今回はあえて避けました。次回以降準備し

まして、データ、資料などについては順次お示ししていきます。 

また、補助事業を活用してというお話がありましたが、「補助

事業があるからやります」ということではないです。まずは皆

さんのやりたいこと、なりたい姿を出していただき、そこに対

してどの補助事業を使うかという順番で進めます。水産庁も海

業支援パッケージを関係省庁横断で作成していますので、まず

はなりたい未来というのを皆さんから出し、議論していただき、

それに対する支援策を講じたいです。 

私は今回愛南町に関わらせていただいていますが、いつかは

いなくなる身です。でも、ずっと関わり続けたいです。その愛

南町を未来に残していく、つながっていく、地域資源の形は変

わるかもしれない、変わるけれどもそれが本当に大事なものな

ら、それを更新しながら皆さんが持続的に残していくことが一

番大事なのではないかなと思いますので、是非そういう視点で

このあとの第２部を議論していただきたいです。 

 

(休憩) 

 

 それではこれから第２部を始めます。進め方等を浜辺委員に

説明してもらいます。 
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浜辺委員 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんの各テーブルにそれぞれの議題を置きました。地域資

源や地域資源を生かす際の課題、地域資源のありたい姿を皆さ

んに議論していただき、発表していただきます。事前にいただ

いたアンケートのキーワードをもとに、共通する皆さんでグル

ープを組みました。グループワークは 25 分、発表を 15 分とい

う形で進めます。 

(グループワークのルール説明) 

11 時 40 分から発表していただきますので、それまでにまと

めてください。それではよろしくお願いします。 

 

(グループワーク) 

 

それでは時間になりましたので、発表に移りたいと思います。 

まず、Ａチームの皆さんから順番に発表していただきます。 

 

Ａチームは海洋環境保全、環境教育、海ごみプラ、ＳＤＧｓ

という形の表題がありました。そこでＡチームとしては「愛南

町何度も来たいと思う町づくり」を最終目標と考えて様々な意

見を集約しました。 

まず、地域資源ということで今現在、海ごみがかなり問題に

なっており、それを地域住民の方がボランティアで海洋ごみの

収集をやっていただいています。そこで、海洋ごみもごみとし

てとらえるのではなく、資源としてとらえて、その活用方法も

考えたらどうだろうかと考えました。また真珠資材の廃材、魚

のカスなども、これも全てごみとしてとらえるのではなく資源

としてあげさせていただきました。 

次に課題ですが、資源化するにしてもいろいろな初期投資が

あると思います。それに対する初期投資のお金、またそれを利

用するような施設の確保、併せてその辺のほかの流通など、そ

の辺りを併せて畑地を利用していただける方々を探すというの

も一つの課題としてあがりました。また、海洋ごみを収集する

人も費用と時間はかなりかかります。魚に関しても、価格の安

定、水産物、その辺で愛南町の海産物を愛南町の山に返す、い

わゆる愛南町で循環するようなサイクルを考えたらどうかも最

終的にはありたい姿として考えていきたいです。海岸ごみを資

源とする愛南町、そして、海岸ごみのない美しい町、先ほど言

いました何度も来たいと思う町づくり、これを略して、ＮＫＯ
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Ｍプロジェクト(Naんども Kiたいと OもうMaちプロジェク

ト)というネーミングを作ってまとめました。以上です。 

 

それでは続いてＢチーム、発表をお願いします。 

 

Ｂチームは、拠点整備、レジャーアウトドア体験ツアーとい

うテーマで意見出しを行いました。まず資源ですが、愛南はや

はり海ということで、青い海、無人島、サンゴなど、そういった

自然に関する資源が出ました。その海に関わることとして、カ

ツオなどの魚の「食」、ダイビング、釣りなどの「体験」、民宿な

どの「宿泊施設」、これらが愛南町の持つ資源と考えました。 

その資源に対する課題として、交通、宿泊施設が挙げられま

した。宿泊施設の整備、天候に左右されるアウトドアレジャー

が多いので、中止になった場合のアフターケアも必要です。情

報の窓口、アフターケアをするための窓口、拠点が必要だと考

えました。また、オールシーズンのお客さんの受入れ、ビーチ

がないことが愛南の弱い部分だと考えています。 

最後に、こうなったらいいなという意見として、人工ビーチ

とツアーづくりが出ました。また、国立公園に指定されている

ので、許可を取って整備すること、より付加価値のあるツアー

を作ること、魅力ある民泊を増やしていくこと、あるいは情報、

ネットワークづくりがあがりました。点と点を線で結んでいく

ような、そういった情報ネットワーク作り、これが必要ではな

いかと考えました。以上です。 

 

ありがとうございます。それでは最後、Ｃチーム発表をお願

いします。 

 

Ｃチームは地場産品の商品開発と提供ＰＲ強化ブランド化と

いうテーマですが、これにこだわらずに意見をたくさん出しま

した。地域資源はたくさんありますが、それらを活用する基盤

づくりができていないという意見が多くありました。 

料理で例えると、食材はたくさんあるがそれを作る本格的な

中華料理店や洋食店、シェフが必要だということです。食材は

鮮度が命なので、ここでしか食べられないことは強みにもなる

と考えました。解決策としては、ガイド、案内などがすごく下

手な地域ということで、それを逆手にとって、来た人が自分で
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調べてもらえるような方法を考えました。 

また、御高齢の方がたくさんいる町なので、シルバー人材の

方をガイドにして、元気な人たちにはどんどん働いていただき、

そうすることで生まれる交流、コミュニケーションを大切にし

ていこうとも考えました。 

また、一番のブランド化は情報発信だと考えました。今まで

と同じようなブランド化を目指しても響かないので、やるなら

響くものを、愛南町らしい肩肘張らないものができたらいいな

と考えました。以上です。 

 

ありがとうございます。他のチームの皆さん、質問、コメン

トを是非お願いします。 

 

町内に中華料理店がないなど、お話された例は料理でしたが、

結局それは人の教育を一緒に考える必要があるということだと

感じました。いろいろな観光資源があっても、それを理解して、

きちんと即活用できる人を育てることが大切ですよね。 

 

ありがとうございます。 

Ｃチームの皆さん、逆に育てるというところで何か意見はあ

りましたか。 

 

もちろん育てることも重要ですが、ずっと住んでいる方たち

の昔話、おじいちゃん、おばあちゃんの知恵がきっかけになる

と考えています。都会に住んでいるとお年寄りの方と触れ合う

機会がないので、そういう人たちを対象に、高齢者の方とやっ

ていきたいと考えています。また、新しくガイドなどを含めて

やりたいという人と、お年寄りが一緒に頑張っていくことがで

きたらいいと考えています。 

 

ありがとうございます。 

各グループそれぞれたくさんの意見交換があり、出てきてい

るもの出てきてないもの、まだまだ多くあると思います。一番

大事なことは自分事化して、それに携わる仕組みづくり、それ

を進めていくことだと思いました。 

今日は皆さん、たくさん御議論いただきまして、ありがとう

ございます。アンケートを皆さんのお手元に用意しましたので、
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８月１日までに事務局に御提出願います。 

それでは、進行を濵座長にお戻しします。 

 

皆さん、本日は活発な御議論をいただきましてありがとうご

ざいます。皆さんが地域資源、そして課題、それに対する解決

策をそれぞれお持ちだということが分かりました。と同時に、

本日、おそらく全国で初めての海業推進会議ですから、我々も

初めてこのような取組会議を行いました。我々海業推進室のタ

イムスケジュール、会議の進め方の課題も見つかりましたので、

次へ解決策をまとめておきます。本日はどうもありがとうござ

いました。 

 

皆様、本日はありがとうございました。これにて本日の議題

を終了させていただきます。本日の配付資料と簡単な議事概要

は、後日公表させていただく予定です。アンケートを御提出い

ただいた方から順次、散会とさせていただきます。ゆっくり記

載したいという方は、その旨を事務局の職員にお伝えいただき、

８月１日までに御提出ください。 

最後になりますが、第２回の全体会は、９月 20日水曜日の午

前中を予定しています。現時点でオンラインも含めて御都合が

悪いという方が多数の場合は、再考させていただきます。その

旨をアンケートに御記入いただければ幸いです。 

以上になります。 

本日は、御参加いただき誠にありがとうございました。 

 


